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私は若者たち（特に、学生たち）の自己肯定感を高める手段として、藤岡ゼミ（学

生と社会人の有志による社会教育系の任意団体）を運営しています。 

 

目的は以下の通りです。 

少子高齢化やテクノロジーの発展などにより、世界は目まぐるしく変化している。

そのような先が不透明な時代において必要とされるのは、常に学び、多種多様な人々

と協働して問題を解決する力である。それを向上させるきっかけの一つとして、松

本市の社会課題について情報共有を行い、その解決策を考え提案する機会を提供す

る。 

 

2017 年 5 月に、学生 3 名、社会人 2 名でスタートしました（2020 年４月１日現在

は、学生 18 名、社会人 4 名、という構成になっています）。この活動の中で大切に

しているのは「アクションにつなげる」ことです。問題意識を共有し、議論すると

ころまでは比較的取り組みやすいのですが、実際にそれをどう形にするか（どうア

クションを起こすか）という点については、急にハードルが上がり、動き出せない

人の方が多いのではないかと思います。この壁をどう超えるか。これが藤岡ゼミの

大きなテーマになっています。 

 

ここで、さらにポイントを挙げておきます。それは「学生たちが一番不利益を被

っている問題を扱う」ということです。このような問題であれば自然と当事者意識

が生まれ、主体的に関わりやすくなります。つまり、モチベーションが上がるとい

うことです。これを踏まえて、最初のテーマとして「松本市におけるバスの遅延」

を取り上げ、それに対する解決策を考え、松本市議会に請願・陳情として提出する

ことにしました。 

 

松本市では、バスの遅延に対処するためにバスロケーションシステムと IC カー

ドの導入を計画していたのですが、それがいつ形になるのかまでは明らかにされて

いませんでした。藤岡ゼミでは、この事業を早期実現することが必要と考え、これ



を学生たちの実情や当事者意識あふれる言葉と共に提案することを決定。研究デー

タ（信州大学松本キャンパス大学生活アンケート 2017）やインタビュー調査を活用

して、「多くの学生がバスの遅延で不利益を被っている」という事実を立証した上で

提言を行いました。この模様を新聞や SNS などのメディアを通して発信したことに

より、世論も大きく動いたように思います（以下のウェブサイトを参照）。 

 

信大生によるバスの利便性向上に関する 2 つの請願・陳情が松本市議会で全会一致

で採決 

 

結果的に、この提言は採択され、公共交通に関する政策を前進させることに成功

しました。つまり、松本市はバスロケーションシステムと IC カードを具体化するこ

とを市民に約束したということです。もう先延ばしにはできないので、数年以内に

何らかの形で市民に示す必要があります。もし、学生たちのアクションがなければ、

いつ実現されるのか分からない状態とバスの遅延によるストレスフルな生活が延々

と続いていたことでしょう。 

 

藤岡ゼミを立ち上げる前に、学生チームの代表者は以下のように話していました。 

 

高校生のときに、本や授業を通して、世界には沢山の問題があることを知った。

しかし、問題が大き過ぎて、自分には何もできないのではないかと思った。 

 

これは多くの若者たちの実感ではないかと思います。 

 

無力感。この気持ちが生まれる要因はおそらく彼らの生い立ちの中にあるのでな

いかと思います。つまり、「自分のアクションによって何かが変わる」という体験が

あるかどうかで、「自分にもできる」という自己肯定感の度合いが変わってくる、と

いうことです。 

 

先ほどの学生が言うように、世界や日本全体に関する問題は規模が大きいので、

一人の力ではどうすることもできません。確かにその通りなのですが、よくよく考

えれば、世の中にあふれる問題はそれだけではありません。視点を変えて、自分の

周りを見渡してみれば、自分にとって優先度が高い、かつ、自分にも解決できそう

な問題があるはずです。そこから、まずやってみる。その結果、少しでも自分が暮

らす場所が良くなれば、それだけでも素晴らしいことではないでしょうか。 

 

http://kyoushoku.shinshu-u.ac.jp/arai/wp-content/uploads/2016/02/%E3%80%8C%E4%BF%A1%E5%B7%9E%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%B9%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%94%9F%E6%B4%BB%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%882017%E3%80%8D%E7%B5%90%E6%9E%9C%E6%A6%82%E8%A6%81.pdf
http://aoki-takashi.com/e2198190.html
http://aoki-takashi.com/e2198190.html


自分の得意なものが活かせる、かつ、規模が小さい問題。このようなものであれ

ば、モチベーションを保ちながら取り組むことができます。また、自分にはないも

のを持っているメンバーとチームを結成し、そのチームで解決策を考えれば、問題

解決のスピードを速めることができます。身近な問題、自分の得意分野、チームに

よる問題解決。これらを踏まえてアクションを起こし、小さくても良いので成功体

験を積む。これにより、自分の中に自信が生まれ、それが新たなアクションにつな

がっていきます。 

 

もちろん、そのプロセスの中で失敗することもあるでしょう。しかし、それはマ

イナスなことではなく、むしろ学びです。これは必ず次のアクションやこれからア

クションを起こそうとしている若者たちの教科書として機能します。つまり、失敗

できる環境も必要だということです。藤岡ゼミでは、社会人チームによるサポート

があるので、「安心して失敗できる、かつ、そこから多くのことを学べる」というの

が大きなポイントではないかと思います。 

 

現在、藤岡ゼミはクローズドなシステムを採用しています。社会人メンバーによ

るリクルートと学生メンバーからの紹介というプロセスを経て、私が総合的に判断

して参加を決定しています。なぜこのような方法で運営しているかというと、藤岡

ゼミではフロンティアスピリットを持った学生を対象としている、かつ、「主体性」

「リーダーシップ」「チームマネジメント」というスキルの向上を重視しているから

です。社会課題を解決したいと思っているが、どうすればよいか分からない。そん

な状態にある学生たちにスキルと自信を与え、それをさらに高めるためのサポート

をする。これが藤岡ゼミの存在理由です。 

 

プロジェクトについては、バスロケーションシステムの運営状況をチェックしな

がら、改善点があれば随時提案を行う予定です（現在、アプリのユーザビリティに

ついて調査しているところですが、一部の学生から「バスの現在地が把握できるよ

うになったおかげでストレスが減ったのは嬉しいが、まだまだ不具合や操作性の低

さが目立つので、すぐ改善してほしい」という声が挙がっています）。他にも、松本

市受動喫煙防止関連条例案に対する提案や若者の政治参加を促進するためのキャン

ペーン活動を実施しました。これらについても、動向を注視しながら、必要に応じ

てアクションを起こしたいと思っています。 

 

公共交通の問題に対するアクションがきっかけとなり、それを運営していた学生

メンバーを中心として信州大学地域参画プロジェクト CHANGE という学生団体が生



まれました。受動喫煙と政治参加に関するアクションについては、「実施主体は

CHANGE、藤岡ゼミはそのバックアップ（主に戦略立案）」という形で連携システムを

構築しました（学生 6 名が藤岡ゼミと CHANGE、両方に所属することで、情報共有や

意見交換の精度を高めています）。 

 

今後は、公共交通、受動喫煙、政治参加に関するプロジェクトと並行して、国際

音楽祭の改善や多文化共生の促進に取り組む予定です。これらを通して、日本人だ

けでなく、様々なバックグラウンドを持った若者たちがコラボレーションすること

により、松本を世界中の人たちに愛されるような場所にしたいと思っています。 

 

最後に、藤岡ゼミの第一弾プロジェクトを率いた学生のブログを紹介します。こ

こに、若者たちの社会に対する思いが凝縮されているので、是非一読していただけ

ると嬉しいです。 

 

ほんの少しだけ、生きやすい世の中を －請願・陳情提出について－ 
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